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外国人留学生を含む介護福祉士養成教育における介護用語の統一に向けて
～「介護過程」に関する介護実習記録の点検～

塚本真由美 １

Toward the Unification of Nursing Care Terms in Nursing Care Worker 
Training Education including International Students

－Inspection of nursing care practice records related to "nursing care 
process" －

Ⅰ　はじめに
１．日本における介護人材の必要性と外国人留学生の受け入れ

　アジアの介護先進国といわれている日本では、個人に合わせてリハビリ
などの詳細なケアプランをつくるいわゆる“日本型介護”という言葉もで
ており、日本からアジアへ介護を発信する動きもある。とはいうものの、
我が国日本においても少子高齢化が延伸しており、福祉の担い手不足は喫
緊の課題であり、全国の各地域で独自の長期施策に向けた対策が求められ
検討が続いている。
　第８期介護保険事業計画の介護サービス見込み量等に基づき、都道府県
が推計した介護職員の必要数を集計したものでは、2023年度には約233万
人（＋約22万人（5.5万人/年））、2025年度には約243万人（＋約32万人（5.3
万人/年））、2040年度には約280万人（＋約69万人（3.3万人/年））が必要
とされている。この（　）内は2019年度（211万人）比である。高齢者層
が増えるにつれ、年間のその担い手である必要数が増えている状況が分か
る。この状況を脱するために国は、①介護職員の処遇改善や②多様な人材
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確保・育成、③離職防止・定着・生産性向上、④介護の魅力向上、そし
て、⑤外国人材受け入れ環境整備など総合的な介護人材確保に取り組む、
としており特に今日では介護の担い手に外国人材はなくてはならない状況
となっている。（図１）

図１

　今日では、covid-19による入国などの影響はあるものの、ポスト留学生
30万人計画（※2008年７月29日に日本政府によって公表された計画で、
2020年を目途に30万人の留学生受入れを目指すというもの。平成29年末に
は、留学生数が30万人を超え、留学生30万人計画は、数値上達成された。）
（図２）を見据えた留学生政策が進められており日本に入ってくる留学生
の国も変化してきた。
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図２．留学生30万人計画

　一般社団法人日本語教育振興協会（2019）、「日本語教育機関の概況（機
関数・学生数の推移，進学者の内訳等）」（表１．日本語教育機関の学生の
出身国・地域別内訳）によると平成20年（2008年）から平成22年（2010年）
までの３か年では、中国や韓国、台湾などの漢字圏留学生で全体の80%以
上を占めていた。ところが、平成28年（2016年）から平成30年（2018年）
までの３か年では、中国や韓国、台湾などの漢字圏留学生の割合が下がり、
ベトナムやネパール、スリランカ、ミャンマーなどの非漢字圏留学生の割
合が高くなってきたことがわかる。このような状況は、介護福祉士養成校
においても同様の傾向が予測され、より留学生個々の日本語能力により養
成課程の学習に差が出ることが予測された。
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表１．日本語教育機関の学生の出身国・地域別内訳（抜粋）

出所： 一般財団法人日本教育振興協会「日本語教育機関の概況（機関数・
学生数の推移，進学者の内訳等）」（2019年５月12日にアクセスし抽出）
平成22年までの３か年と、平成28年から平成30年までの３か年で比較

　このように日本に魅力を感じ多くの留学性が入国し、表２．「介護福祉
士養成施設への入学者数と外国人留学生（平成29年度から令和３年度）」
に示す通り、福祉職の中でも介護分野のリーダーとなりえる介護福祉士養
成校において、アジア圏域からの留学生が多くを占めるようになってき
た。養成校によっては、留学生が過半数を占める養成校も少なくはない現
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状となっており、濱ら1）においても留学生受け入れで必要と感じているこ
ととして、「留学生のもつ文化や生活習慣の理解」を挙げている通り、出
生から日本で生活している日本人に比べ、生活のために母国を離れて日本
に入国し介護分野を学ぶ留学生において言葉や文化の違いによる悩みも多
く聞かれ学業継続への影響も少なくはないと言える。

表２

２．介護福祉士養成課程の教育の見直し

　一方で、2021年度より２年養成課程での新カリキュラムでは、社会状況
や人々の意識の移り変わり、制度改正等に合わせて表３．「介護福祉士養
成課程の教育内容の見直し（概要）」に示されるように、①チームマネジ
メント能力を養うための教育内容の拡充、②対象者の生活を地域で支える
ための実践力の向上 、③介護過程の実践力の向上、④認知症ケアの実践
力の向上 、⑤介護と医療の連携を踏まえた実践力の向上、が見直しの観
点となっている。
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表３
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３．求められている介護過程の展開における実践力の向上

　介護福祉士養成課程の教育の見直しにおいても、介護過程の実践力の向
上が挙げられている。これは、労働人口が減少するなか、限られた介護人
材で、より質の高い介護サービスを提供するためには、多様な人材層の参
入による量の確保が必要になっていること、また、多様な人材による介護
職チームが機能するために、チームケアの推進による質の向上が必要に
なっているからである。平成29年度10月４日の社会保障審議会福祉部会福
祉人材確保専門委員会においても、介護人材に求められる機能の明確化と
キャリアパスの実現に向けて「利用者の尊厳と自立を支援するためには、
介護計画等に沿った介護サービスの提供と、サービスの質の把握・改善等
のマネジメントが行われる必要がある。このため、リーダーは、介護職の
グループの中で介護過程の展開における介護の実践を適切に管理する役割
を果たすべきである。」と述べている。このことは、無資格や様々な経歴
を経て、他にも経済連携協定（ＥＰA）や技能実習生制度にて、そして養
成課程への外国人留学生増など、多様な人材層が参入している現状のその
中で有資格者である介護福祉士は、介護過程の展開によってより専門性を
発揮し、またその実践によってより質の高いサービス提供に繋がるという
ことを指していると言える。
　このような状況を踏まえ、今日の介護福祉士養成課程において「介護福
祉士養成課程の教育内容の見直し（概要）」でも挙げられている介護過程
の展開における実践力の向上に向け、科目「介護過程」における教授方法
の見直しの必要性を感じた。筆者は、これまで科目「介護過程」を10年度
ほど担当しており、段階的に進める介護実習や介護総合演習と連動し、個
別ケアの実践が適切に行われるようアセスメント力を高めることの重要性
は認識し教授している。しかし、本学においても他養成校と同様に留学生
の入学が増えてきた現状を受け、教授内容の工夫と見直しが必要だと感
じ、介護実習記録における用語表記に焦点を当て用語の統一により、外国
人留学生を含む介護福祉士養成校の介護用語習得の負担軽減を図ることで
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学習成果が得られると考え、介護実習記録の点検を行ったので若干の考察
を加え報告する。

Ⅱ　研究方法
１．用語の定義

　本稿における「介護用語」とは、介護福祉士の資格を取得する教育課程
において学習する用語を指す。一般的に使用されている用語であっても、
介護福祉士国家試験を受験するにあたって理解しておく必要がある用語も
含むものとする。
２．研究目的、考察する用語の扱い

　2008年に経済連携協定（ＥＰＡ）による介護福祉士候補者を迎えて以降、
外国人介護従事者への日本語教育の課題を指摘した先行研究は多く、なか
でも遠藤ら2）は、「①一つの用語に複数の表記、②一つの用語に複数の文
字種、③一つの物事に複数の名称」がみられると介護福祉士養成教育で使
われる用語の整理・不一致を指摘し、「用語の不一致は教育上不便であり、
学習者の負担を増す」と述べている。このことを参考に介護用語の標準化・
平易化を図る。
　具体的には、九州大谷短期大学福祉学科「介護実習マニュアル2020年版」９）

において、科目「介護過程Ⅰ」「介護過程Ⅱ」「介護過程Ⅲ」「介護過程Ⅳ」
にて様式の活用を学習し介護実習Ⅱにて使用する様式「利用者サマリー」
（表４）「介護計画記録（記入例）」（表５）の介護用語を統一し、外国人
留学生の混乱の軽減を図るとともにスムーズな介護実習の学習成果につな
げる。
３．研究方法

　九州大谷短期大学福祉学科「介護実習マニュアル2020年版」９）において、
科目「介護過程Ⅰ」「介護過程Ⅱ」「介護過程Ⅲ」「介護過程Ⅳ」にて様式
の活用を学習する様式「利用者サマリー」「介護計画記録（記入例）」の介
護専門用語不一致を点検し統一を図る。
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　尚、筆者１は日本語教師養成講座420時間の修了者である。
４．倫理的配慮

　介護用語を調べるにあたり、分析対象を客観的・公平に扱い分析した。
また、実習記録様式の作成者の許可を得て使用した。
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表５

Ⅲ　結果
１．一つの用語に複数の表記

１）中黒「・」の有無
　同一語で中黒が入る語と入らない語の確認を行った。
　「利用者サマリー」では、ＩＣＦ分類における「健康状態」「心身機能・身
体構造」「活動」「個人因子」「環境因子」におけるすべてにおいて、「・」
及び「、」の統一の必要性が明らかとなった。
　「介護計画記録」においては、「具体的行動計画」１－（２）の１ヶ所の
みであった。
２）長音符号「―」の有無
　長音符号の有無によって異なる表記となっていないか確認を行った。
　「利用者サマリー」では、「社会参加」において長音符号が必要な「レク
リエーション」「リハビリテーション」が略語として「レク」「リハ」となっ
ていたため統一が必要である。
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　「介護計画記録」では、該当する用語はなかった。
３）類似音
　類似音による複数表記の例を参考に確認を行った。
　「利用者サマリー」及び「介護計画記録」共に、該当する用語はなかった。
２．一つの用語に複数の文字種

１）ひらがなと漢字の混在、２）ひらがなとカタカナの混在、３）ひらが
なとカタカナと漢字の混在を「利用者サマリーと」「介護計画記録」の統
一性も含み同時に確認した。
　上記３種とも、該当する用語はなく、統一した専門用語が使用されてい
た。しかし、「利用者サマリー」の「活動－食事」において、「嗜好品：煙草」
の表記があった。現在、漢字である「煙草」の表記は少なく、文部科学省
もひらがなである「たばこ」の表記をすすめている。また、「活動－排泄」
にて、現在では使用頻度が減少している「差込便尿器」の表記があった。
修正を検討する。
３．一つの物事に複数の名称

１）短縮の有無で複数の語が存在する語群
　遠藤・三枝2）の調査結果では、「部分入浴」と「部分浴」を例として挙
げ説明されている。本学の両様式に短縮の有無で複数の語はなかったもの
の、「利用者サマリー」の「活動－清潔」の入浴に関する該当様式では、「入
浴、洗面、手洗、口腔ケア」となっていたため、「介護過程」の学習のね
らいとしても「部分浴」の追記が必要である。また、「部分浴」には、「洗
髪・陰部洗浄・手浴・足浴」などを指すことの説明書きを別途検討する。
２）接尾辞「－的」や「－性」の有無で複数の語が存在するもの
　「介護計画記録」において、「神経性」の語、また「危険性」が多く表記
されていた。文章の構成から、「神経性」は現行のままとする。「危険性」
においては、「危険」でも伝わるため修正を行うこととする。
３）二つの語源が複数の呼び方をされるもの
　遠藤・三枝2）の調査結果では、「ＡＤＬ（日常生活動作）」や「ターミナル
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ケア」を例として挙げ説明されている。両様式とも、該当する用語はなかっ
た。

Ⅳ　考察
　２年生後期開講の「介護過程Ⅳ」のシラバスにおいて、到達目標は、「介
護実習における実践経験を活かし、対象となる人の能力を引き出し、本人
主体の生活を地域で継続する介護過程を身につける。①事例研究の意義と
展開法を学び身につける。②個別の事例を通じて、対象者の状態や状況に
応じた介護過程を展開し、事例研究の形にすることができる。③事例研究
した内容を報告し、共有して学びを広げ、深める。」と示している。
　今回、先行研究に基づき介護過程の実践力の向上に向け、介護実習マニュ
アルの２様式の点検を行った。遠藤・三枝3）は「非漢字圏の候補者にとっ
ては、表意文字である漢字の各文字の意味を知ることだけでも大きな負
担」となると指摘している。また、青栁4）は、『「客観的情報/客観的な情報」
という「一つの用語に複数の表記」があることによって、留学生は単漢字
と熟語の読みと書きと意味を覚え、熟語と熟語が結語された漢字語がある
ことを理解し、場合によっては「客観的な情報」と表現されることも覚え
なければならず、学習上の負担がかかる可能性があると考えられる。』と
述べている。他にも、中川・齋藤5）は、和製英語・和製用法について「候
補者に英語の知識がある場合、その学習過程において、これらの和製英語
が用語の意味の取り違えなど理解の妨げになる可能性がある」と述べ、カ
タカナ語には「意味が本来の語と異なる和製用法というべきものもあり、
混乱を来す要因になりかねない」としている。また、「同義語が存在する
語については、その語を学ぶ際に、その同義語も同時に学ばなくてはなら
ない」と述べ「社会福祉士」と「ソーシャルワーカー」を例に「それぞれ
がどのような使われ方をしているかを示す必要がある」と指摘している。
　これらのことを活かし、介護福祉士教育に当たる者が統一して教授に当
たることで外国人留学生の学習負担が軽減され学習成果が上がることが示
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唆される。今回は、科目「介護過程」に関連する２様式のみ点検を行った
が、「利用者サマリー」及び「個別介護計画記録」の記入例は介護実習マニュ
アルに含まれていない。今後、今回の内容を踏まえ新たに作成を試みる。

Ⅴ　おわりに
　「介護過程」は、利用者の生活の質の向上に向け客観的・科学的な根拠
をもって介護を実践するプロセスである。個々の介護福祉士がその力を身
につけることによって、介護職員はその専門性を発揮し、福祉の現場にお
ける多職種とのチームワークも取りやすく介護職員自身の職域の確立だけ
でなく、ひいては、チーム全体の成果として介護の受け手である利用者の
満足度も高くなっていく。そのため２年間の養成期間でこの介護過程の実
践力を十分に身につけることの延長として、継続的に福祉の現場に入って
からも自己研鑽できる場とするリカレント教育の設置の必要性を感じた。
　介護福祉士養成課程では、450時間の施設実習が要件となっており、そ
の実習では学内で学修した内容を定着し身に着ける大切な機会となる。九
州大谷短期大学福祉学科介護実習マニュアル９）においても介護過程の実勢
を視野に入れた各段階の実習目標を提示している。そのため今後は、外国
人留学生の介護実習成果を視野に入れた実習施設用のマニュアルの改正も
必要だと考える。更には、よりそのマニュアルが有意義に活用され個々の
学生が求められる介護福祉士像に近づくよう、介護実習施設の実習指導者
を養成校に招き、指導の統一をはかることも必要であると考えた。
　今後も、これらのことを踏まえたうえで学習者の立場に立ち物事を考
え、多様な介護人材の育成に努めていきたいと考える。
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